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【はじめに】我々は半導体マイクロリングレーザを用

いて全光二値論理デバイスの実現を目指している[1].

このデバイスに必要となる非対称方向性発振のための

ループミラーを付加したマイクロリングレーザを製作

した結果，非対称方向性発振特性を得るためには帰還

光の位相制御が必要であることが判明した．そこで，

MZ干渉計と位相変調器を用いた位相制御特性測定系

を考案し，位相変化量の測定をしたので報告する． 

【デバイス構造と測定結果】バスライン導波路に単一

マイクロリングが結合したall-pass型µリングレーザに，

Fig.1の挿入図のようにループミラー構造を加えて非

対称方向性発振を目指した．活性層にInGaAs/InGaAsP

多重量子井戸(7層)を用い，ハイメサ導波路(幅2.0μm)

でリング共振器とバスラインを構成し，リングとバス

ライン間の結合部は2段階エッチングによって活性層

上面まで形成したギャップ幅0.8μmの方向性結合器[2]

を 用 い た ． µリ ン グ レ ー ザ の 周 回 長 は 600µm 

(FSR=1.163nm)であり，発振閾値電流は約65mAである．

ループミラー部に電流をそれぞれ0ｍA,150mA流した

ときのIL特性を，CW方向とCCW方向の各バスライン

導波路の損失値から換算してFig.1に示す．リング部に

119mA，ループミラー部に150mA電流を注入したとき

Port1(CW)と Port2(CCW)のリング結合部端での推定

される光出力比は7dBとなった．また帰還光の導波路

部に注入する電流量を変化させることで出力比に変化

が見られたため，非対称方向性発振には帰還光の位相

制御が必要と判明した． 

【位相シフト測定系】Fig.2 に示すMZ干渉系を利用し

た位相制御特性の測定法を考案し、測定を行った．測

定対象と反対側の光路に挿入した位相変調器に鋸波電

圧を印加して，干渉波形より位相変化量を算出する．

この測定系の特長として、位相変化がπよりも小さい

場合でも位相変化量の測定ができる．一方，入出射端

面間のファブリペロー共振のピーク波長もバスライン

導波路への電流注入によってシフトしたので，この波

長シフト量測定による位相変化の測定結果もFig.3 に

示す．この結果より非対称方向性発振を得るために位

相制御を 0～2π[rad]の範囲で行うには，導波路長は

316μm必要であることが分かり，新たにデバイスを設

計製作中である． 
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Fig.1: IL characteristics of miroring laser. 

 

 
Fig.3: Measured results of phase shift. 

 
Fig.2: Phase modulation measuring system. 
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